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研究成果の概要（和文）：「国境」が北・東北アジアに暮らす同じルーツをもつ人々に対し、

どのような文化・社会変容をもたらしたのか。本研究では、3 年間にわたりロシア、モン

ゴル、中国、カザフスタンで調査を実施し、たとえば、いまだに強い「モンゴル人」とい

うアイデンティティを有する人々に、「国境」はどのような意味を持つのか、政治的に区画

された中でどのような変質がみられたのかという問題を検討した。 
 
研究成果の概要（英文）：How did "the border" that was a political product force cultural 

and social transformation on the people who had the same origin lived in north and 

northeastern Asia? For example, we studied how was "the border" recognized among the 

Mongolians who strongly maintained identity. Besides, we studied how did the Mongolian 

transform in these areas sectioned by "the border". 
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１．研究開始当初の背景 
   研究代表者および分担者は、平成 11 年

度より平成 17 年度までの 7 年間、科学研
究費の補助を受けて中国、内モンゴル、中

国東北、ザバイカルを中心とするシベリア、
ブリヤート、ロシア極東等において歴史文
献調査と現地資料調査を実施してきた。ま
た、文書史料とくにロシア外交史料ならび
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に清朝の文献史料についても研究をすす
めてきた。それらの調査・研究背景のもと、
(1)北・東北アジアに暮らす人々にとって、
「国境」というものはどのような存在であ
ったのか、(2)「国境」によって区画され
た空間のなかで、同じルーツをもつ人々が
どのような文化・社会変容をとげたのかと
いう問題を感じるようになった。われわれ
は実地調査と文献、とくに文書研究に実績
を有していたので、その両者を融合した形
でこの問題を解明しようと考えたのが、本
研究の動機である。 

 
２．研究の目的 

本研究の対象は、中国、モンゴルおよび
ロシアの境界地域に暮らす人々である。周
知のとおり、現在、この地域では「国境」
をはさんで同じ系統に属する人々がそれ
ぞれの生活を営んでいるが、それらの人々
の差異等については、とくに歴史的観点か
ら十分な検討が加えられたことはない。本
研究では、歴史的・政治的に設定された「条
約」をキィワードとして、(1)それに含まれ
る国境画定、すなわち空間の制限が、当該
地域に暮らす人々に及ぼした変化、なかで
も文化的な変容、(2)条約に含まれる「通商」
関連条項等が、当該の地域社会に与えた変
化、具体的には、人的、物的、そして財産
等の移動が与えた変化について、文献研究
と現地での資料収集をもとに検討を加え
ることを目的とする。 

 
３．研究の方法 
  本研究の対象は、中国、モンゴルおよび
ロシアの境界地域に暮らす人々である。周
知のとおり、現在、この地域では「国境」
をはさんで同じ系統に属する人々がそれ
ぞれの生活を営んでいる。本研究では、歴
史的・政治的に設定された「条約」をキィ
ワードとして、(1)それに含まれる国境画
定、すなわち空間の制限が、当該地域に暮
らす人々に及ぼした変化、なかでも文化的
な変容、(2)条約に含まれる「通商」関連
条項等が、当該の地域社会に与えた変化、
具体的には、人的、物的、そして財産等の
移動が与えた変化について、文献研究と現
地での資料収集をもとに検討を加えた。具
体的には、各年度ごとに、研究対象となる
「条約」を、「キャフタ条約（1727年）」及
び「キャフタ協定（1915年）」、「タルバガ
タイ条約（1864 年）」及び「イリ条約（サ
ンクト・ペテルブルグ条約）（1881年）」、
「愛琿条約（1858 年）及び北京条約（1860
年）」とした。この設定に応じて、研究分
担者をその研究専門分野にあわせ、それぞ
れ、「ロシア・モンゴル班」（中見立夫、柳
澤明）、「内モンゴル班」（細谷良夫、杉山

清彦）、「天山北麓、アルタイ班」（華立、
楠木賢道）、「中国東北班」（江夏由樹、松
重充浩）の 4班に分け、研究代表者（加藤）
がそれを統括して研究を進行するかたち
をとった。 

 
４．研究成果 

研究計画に基づき、中国、内モンゴル、
中国東北、ザバイカルを中心とするシベリ
ア、ブリヤート、ロシア極東等において歴
史文献調査と現地資料調査を実施し、その
成果を公にした。その一方、中国社会科学
院近代史研究所の劉小萌研究員を招いて、
「清代北京におけるロシア人」と題して特
別講演（日本大学文理学部）をお願いする
一方、中国・モンゴル両国にまたがるアル
タイ地区に生活するウリャンハイ人に聞
き取りを行った。その成果は、研究代表者
が「新疆北部およびアルマトィ現地調査
報告」（『満族史研究』第 8号、2010年）
と題して公表するとともに、連携研究者の
柳澤明が「新疆モンゴル人探訪記」（『早稲
田大学モンゴル研究所紀要』第 5 号、2009
年）として詳細な報告を発表するなど、研
究成果の社会還元にも積極的に対応して
いる。その他、ウラジオストク周辺におけ
る「民族」関係資料の収集等を実施した。
その成果として、平成 21 年 5 月に、研究
分担者の中見立夫を中心として、東方学会
主催の第 54 回国際東方学者会議において
「清朝とその隣邦」というパネルを開き、
国内外からきわめて多くの参加者を得た。
これら実地調査のほかに、清代文書史料の
研究において、研究代表者は、過去に科学
研究費の補助を受け（後述）、とくにロシ
ア外交で用いられた清朝の第一公用語、満
洲語で記された文献、とくに中国第一歴史
档案館に所蔵される清初の公文書「内国史
院档」の天聡八年分を翻訳して出版（『内
国史院档 天聡八年』東洋文庫、2009年）
するなどの研究を行い大きな成果を得た。 
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